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平成２１年３月２１日

成果発表会 旭図書館多目的室において、 
地域史づくりワークショップ発表会 
「旭区　いま・むかし」を開催

第１回  平成２０年５月２７日 してみたいこと・テーマの種を出し合う

第２回  平成２０年７月１０日 テーマを決める・見学やまちあるきの企画①

第３回  平成２０年９月３日 テーマを決める・見学やまちあるきの企画②

第４回  平成２０年９月２５日 まちあるき①【鶴見緑地】

第５回  平成２０年１０月７日 まちあるき②【清水・新森】

第６回  平成２０年１０月２２日 まちあるき③【高殿南】

第７回  平成２０年１１月５日 まちあるきの整理・担当テーマを決める

第８回  平成２０年１２月４日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討①

第９回  平成２１年１月２７日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討②

第10回  平成２１年２月１６日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討③

第11回  平成２１年３月５日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討④

まちあるき【清水・新森】まちあるき【清水・新森】まちあるき【清水・新森】
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鎮座　大阪市旭区清水三丁目二十番十九号

御祭神　八幡大神

　　　　春日大神

　　　　蛭子大神

由緒

天智天皇（661～671）の頃、現在地の辺りに藤原氏が春日大神を産土神として祀ったのが始まりといわれてい

ます。

別名を「不焼宮」といわれています。これは建武・延元（1334～1339）の頃浄土宗本山来迎寺の開祖誠阿上人が

師法明上人の遺命をうけ、男山八幡宮の宝物を授かって、北河内佐太に寺院を建立するために帰る途中、これ

をねたむ法明上人の弟子達に追われて当宮に身を隠しましたが、見つけ出されて火を放たれました。

しかし、火はたちまちにして消えてしまい、追ってきた弟子達は誠阿上人の徳に接し、ついには上人に帰依し

たといわれています。以来、「不焼宮」と称されるようになりました。

　その後、誠阿上人は、佐太に来迎寺を建立し、当時の保護にむくゆる為、男山八幡宮の御分霊を当宮に奉祀

したのが、八幡大神を御祭神とした由来である。この縁によりて来迎寺の住職の交代毎に当社に来拝するの

を例とし現在も続く。

　数年後、疫病の流行にて多数の村民が死亡し、誠阿上人に悪病退散の加持祈祷を乞いその霊験により村民

の病が平癒したので、従来の主神を相殿として八幡大神を主神とした。
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かつて馬場村の集落北端　字榎並に鎮座し、応神天皇・春日大神・蛭子大神を祀る。旧村社。「摂津志」には「三

社神祠」とみえ、馬場・般若寺・別所・上辻の鎮守。

境内は四百余坪にて老楠老榎が生い茂り社頭をおおう。本殿の他に幣殿・拝殿・御輿庫を存す。

本殿は室町末期の手法を蛙股・肘木・斗に残し彩色は稚拙なるも最高の技法を用いている。

尚、五輪搭一部、徳川初期石灯籠を残す。例祭は九月十五日　佐太来迎寺より貫主以下参拝し、神仏合体の祭

典をなす。

夏祭七月十五日　

秋祭十月二十三日

現在　例祭と夏祭の斎行は第二日曜日。
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千林駅のすく脇のガードより少し北寄りに京阪電車のガードがもう一つあった。通稱：野

崎ガードである。これをくぐると何故か急に、異境の地に入ったように思った。

当時、今の内環状線を渡ったところに戦後すぐに新所帯をもっていた姉の所へ乏しい生活

を助ける為、母に頼まれてこれも又わずかな生活の糧を運ぶのである。

ガードをくぐり細い道（当時は道幅はせまかった）を少し行くと左手道筋に用水路が流れ

て居り、各家の入り口に小さい橋が架かっていた。心細く歩いていくと、正面にこの地に古

くから祭られている八幡大神宮があった。石清水八幡宮の分霊を奉斉し「不焼宮（やけずの

みや）」ときかされていた。それでも子供心に素通りすることなく毎回柏手を打って拝んだ。

先日懐旧にかられこの道を歩いた。勿論もうあの川はない。しかしここに川が流れていた

という名残か、白線がずーっと続いていた。そしておぼろげな記憶の中にあるお店が６０

年以上の年月を経て、何軒か残っていた。お茶の梅田三春園、辻本板ガラス屋さん、清滝温

泉、大きなお屋敷の上野さん、北清水町、上辻町という名も昭和４６年の町名変更で清水２

丁目、３丁目と変わっていた。

しかし北清水公民館、又清水北公園にはかつてのその旧町名の由来、変遷を記した石碑が

あった。〈竹中〉
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昭和に入って、新森地区に家が多くなり児童数
も増えました。教室が足りなくなり、昭和１３
年に、清水中公園の所に「仮校舎」が作られ、
２４年まで使われました。

戦争も終わり、学校もはじまりましたが、増え続
けた児童数に教室が足りなくなり二十四年になる
と、清水南小学校が分かれて、新森小路小学校が
うまれました。やがて、二十六年になると、広い
校地を求めて、現在の所へ移転が始まりました。
しばらくの間は、清水会館と両方使われていまし
たが、本校がこちらへ移り、清水会館の所は、廃
止されました。

明治６年に、本校のもとになる学校が作られま
した。そのころ千林村と呼ばれたところにあり
ました。今の千林商店街の三和銀行の向かい側
辺りにあったようです。４０数年間、学校として
親しまれました。初めの頃は、小学校は４年間
だけで、卒業したあと、二年間の高等科へ行く
人もいました。皆さんのおじいさんやおばあさ
んの中には、この学校で勉強された方がおられ
るかもしれませんね。

この書冊は、清水小学校を中心として調査、研究され、
４７ページにわたって記載された地域史です。

大正十一年、清水小学校が創立されました。し
ばらくの間、千林の小学校の校舎を使っていま
したが、十二月十日に、今の清水会館の所に新
しい校舎が建てられ、清水村の小学校となりま
した。大正十四年に、大阪市の東成区となり、
大阪市立清水小学校となりました。三十数年間、
清水会館の所が学校として親しまれてきました。

戦争後の混乱から、社会がようやく立ち直り始
めた頃、清水小学校は現在の場所に移りました。
（１９５１年・昭和２６）
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母校は千林尋常高等学校小学校、明治６年

（１８７３年）創設。

現在地への移転は昭和２６年（１９５１年）

からはじまりました。

北清水町は八幡大神宮の旧町名です。北清水地車囃子保存会は４３年の歴史があります。
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西
光
寺（
浄
土
真
宗　

本
願
寺
派
）

旧西光寺は平成１４年９月解体

新西光寺は平成１５年５月新築です

清水北公園に地元の方が
写された、旧町名継承碑「上
辻町」があります

当町は明治初頭、東成郡上辻村の一

部であった。大正１４年４月大阪市

に編入され東成郡上辻村の一部とな

り昭和７年１０月行政区画の変更に

ともない旭区上辻町となった。同４

６年９月住居表示の実施にともない、

清水二～三丁目、今市二丁目の各一

部となった。

町名は、京街道から分かれて河内の国

へ入る道路が上っ道（北の道）と、下っ

道（南の道）の二つがあったことに由来

する。摂津と河内を分ける道の摂津側

の境に上辻村、下辻村の二村があった。

異説として、東成郡当時の村社八幡大

神宮の神の辻が上の辻に変わったとす

るものや、放出の阿遅速雄神社への参

道にあたるとの説もある。

平成六年二月　　大阪市旭区役所
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盆踊りの歴史
上辻町（清水３西町会）
昭和５２年８月～５３年８月　２年間
　江州音頭会（桜川唯丸会）を招待して
　町内の盆踊りを開始
昭和５４年８月
　江州音頭上辻会　結成
　町内青年会、町会役員が音頭をとる
　１０年間
昭和６３年６月１１日
　桜川唯春会　結成
　平成７年　桜川孝春会と改名
　平成１７年５月７日　桜川孝春会
　解散　１７年間
平成２０年８月
　江州音頭上辻会　再結成

大
阪
相
撲
記
事

上辻村出身大関松乃音関がいました。八

幡大神宮に松乃音の碑があります。大正

時代当時相撲協会が関東相撲と関西相

撲に分かれていた。関西相撲では最高位

が大関でした。　東成郡記
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もとは般若寺村と呼ばれた清水４～５丁目あたりには、後醍醐天皇が京都の大徳寺の大灯国師を迎えて建て

た般若寺という大きなお寺があったといわれています。お寺の境内に六百巻の大般若経を埋めたことから般

若寺と名付けられたとつたえています。 （財）大阪市文化財協会

「般若寺跡」について、大阪市旭区郷土資

料室に関係資料が展示されており、この

資料によると「般若寺跡」は八幡大神宮御

旅所（推定）とあり写真の説明文は次のと

おりである。

護念寺
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「般若寺村」は江戸期より明治２２年までの村

名で、その後明治２２年から大正１４年の清水

村の大字名である。村名ともなった般若寺につ

いて、貞和５年（１３４９）１１月２７日の大徳

寺領庄園文章目録（大徳寺文章）に「摂津榎並般

若寺寄進状　以下十参通」と寺領が大徳寺に寄

進されており、ここに般若寺という名が初めて

見える。６５０年以前の古い地名である。

しかし、般若寺跡は未だに特定されていない。

この特定には、遺跡や遺構、瓦や土器など人工

遺物、自然遺物、木簡などの文字資料など、あら

ゆるモノの発見と今後の遺跡の発掘や古い資

料の収集が課題である。

両国橋

推定）般若寺跡

地蔵様
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：京阪千林駅
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道
）

集合：新森中央公園●

八幡大神宮御旅所●

●八幡大神宮

●西光寺

●清水北公園

●清水小学校

●護念寺

【休憩】 
両国青少年会館

摂河国境誓願寺

このような状況の中で一つの手掛かりとして整理したものが「般若寺周辺の土地利用」（昭和２０年（１９４

５）頃）である。当時の地名を地図上にいちづけ、それらの土地が人々にどのように利用されていたかを理解

しようと試みた。これがすぐに般若寺跡につながらないが、少なくとも今から数十年前の村の様子である。そ

して現在の写真を添えた。                                           ２００８.１１.６　福田輝雄

一方、大阪から京都へ通じる京街道をはじめ、野崎街道、杉山街道、剣街道

などの各街道が旧旭区を通っており、その街道沿いに集落ができ、街へ発

展していった。

街道沿いに発展

「剣街道」　（関連資料）

『旭区史』　編集　大阪都市協会　昭和５８年３月３１日発行

この資料によると「剣街道は、別所町から下之辻、放出を経て阿遅速雄神

社へ至る道路幅一間半（2.7m）の街道で、別名縄手街道とも言われていた。

剣街道となった由来は、その昔、河内佐太の来迎寺の開祖・誠阿上人が深

江ムラの僧や信徒に剣をもって追いかけられ、清水の八幡社へ逃げ込ん

だという伝説から名付けられたという」
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平成２０年１０月７日のワークショップでは、清水・新森地域を実際に見て歩きながらテーマを発見
するフィールドワークを行いました。新森中央公園に集合し、森小路遺跡を見た後、新森と清水にあ
る歴史的なポイントを、ワークショップ参加者の案内のもと、約２時間をかけて見て歩きました。
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八幡大神宮御旅所●八幡大神宮御旅所●八幡大神宮御旅所●

●八幡大神宮●八幡大神宮●八幡大神宮

●西光寺●西光寺●西光寺

●清水北公園●清水北公園●清水北公園

●清水小学校●清水小学校●清水小学校

●護念寺●護念寺●護念寺

【休憩】 
両国青少年会館
【休憩】 
両国青少年会館
【休憩】 
両国青少年会館

『大阪平野のおいたち』　発行1986年12月1日　

著者：梶山彦太郎・市原実（出版：青木書店） 

この書籍の中に「図IX-5　河内湖奧、旧汀線推定資料図　（汀

線：陸地と水面のさかい）陸地測量部、明治１８年仮製版図

による」が掲載されており、この資料に「剣街道」と「摂津河

内国境」の位置が示されている。
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旭区の歴史を子どもたちに残すため、みなさんが持っておられる古い写真や資料をお貸しください。 


